
     

           

 

JAPAN HERITAGE 
郡山市報道資料 

プレスリリースサイト 

SSDDGGss 未未来来都都市市ここおおりりややまま 世世界界かかんんががいい施施設設遺遺産産 https://www.city.koriyama.lg.jp/life/6/36/243/ 

2024（令和６）年に郡山市は市制施行 100 周年を迎えます!! 

ひらけ 未来へ こおりやま 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域資源である知的財産を活用したまちづくりに関する意見交換を行うため、株式会社創成知

財解析研究所所長 佐藤 辰彦様が、市長を表敬訪問されます。 

 

 

１ 日 時  3 月 4 日(月) 午後 1 時 

２ 場 所  市役所秘書課庁議室（本庁舎２階） 

３ 訪問者  株式会社創成知財解析研究所 

所長 佐藤 辰彦様 

４ 応対者  郡山市長 

       産業観光部長 

          

 

 

 

 

 

          ＜日本弁理士会との連携協定について＞ 

           本市は、中小企業等の知的財産の権利化・活用に向けた支援を推進し、市内企

業等の知的財産の活用による地域の活性化と産業の振興に取り組んでいくため、

平成 30 年 2 月 8 日に特許や商標など知的財産を生かした支援を行う「日本弁理

士会」と協定を締結いたしました。 

 

2024 年 3 月 4 日 

郡山市産業観光部 

産業創出課 

課長 古川 誠 

TEL：924－2278 

元日本弁理士会会長 

（株）創成知財解析研究所 所長 

佐藤 辰彦様が表敬訪問されます 

ターゲット 8.3 

SDGs ターゲット 8.3  「中小零細企業の設立や成長を奨励する」 

https://www.city.koriyama.lg.jp/life/6/36/243/


令和６年度

知的財産活用推進事業

日本弁理士会との包括連携協定を活用しながら、知財を活用できる人材の育成や、企業が実践的に知財を活用

できるような事業の実施、中小企業の製品開発や技術力の高度化、高付加価値化等を支援し、具体的な成果事

例の創出を目指す。

2024.3.4

産業観光部産業創出課

事業概要

1. オープンファクトリー事業
製品開発に取り組む企業を中心に、一般の方向けの工場見学やものづくり体
験の場を提供する。

2. 知財戦略支援事業
製品開発や新事業創出に取り組む企業を対象に、知的財産に関する戦略策定、
出願、販路開拓等の支援を実施し、知的財産の積極的な活用を促進する。

3. オープンイノベーションマッチングフォーラム
大企業や研究開発型企業、大学発ベンチャー等が技術シーズ等を紹介し、企
業間の個別マッチングを実施し、市内企業の新製品開発や新サービスの創出
を促進する。

4. 知的財産出前講座
日本弁理士会や製品開発に取り組む市内企業から講師を招き、小・中・高校
生をターゲットに出前講座を開催し、知的財産の普及啓発と専門人材の育成
を図る。

5. 発明工夫展
市民の創意工夫と努力の積み重ねから生まれた作品の展示会を開催し、広く
市民に紹介するとともに、新たな製品開発を目指す。

拡充

令和６年度

知的財産活用推進事業
2024.3.4

産業観光部産業創出課

日本弁理士会との連携・協力

＜連携協定締結＞

2018(H30)年2月８日 連携協定締結

郡山市
日本

弁理士会

＜これまでの主な取り組み＞

 知的財産管理技能検定(３級)向け講座
の開講

・H30年度参加者：14名

・R1年度参加者 ：15名

・R2年度参加者 ：11名

 知的財産出前講座の開講

・R2年度：芳山小学校
・R3年度～R5年度：郡山商業高校

 発明工夫展の審査委員を担当

市町村との協定締結は東北初！

40名
が受講

 2018年2月8日 日本弁理士会と連携協定
締結

 市町村単位での協定締結は、東北初の取り
組み

 知的財産に関する人材育成につながる事業
を連携して展開

知財を活用できる人材の育成
をとおして、知財の裾野を広げ
る取り組みを進める
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令和６年度

知的財産活用推進事業
2024.3.4

産業観光部産業創出課

1.ｵｰﾌﾟﾝﾌｧｸﾄﾘｰ事業

＜補助事業＞

市内10社の企業が参加(R5年度)

旭金属工業(株)、(有)石山精機、
(株)えこでん、(株)ケイ・エス・エム、
東北冶金工業(株)、(株)BANKS
(株)羽田工業所、日ノ出工機(株)、
(株)北斗型枠製作所、(株)横山工業

郡山市

実行
委員会

OPEN
FACTORY
KORIYAMA

郡山地域テクノポリス推進機構

R5年度 来場者数208名

産学官連携
で開催  2022(R4)年 製品開発に取り組む地域企業が

中心となり実行委員会を組織
 オープンファクトリーを県内初開催
 地域企業、デザイン事務所、学校、支援機関、

行政が一体となり、地域連携型オープンファ
クトリー

 令和５年度は、こおりやま産業博と連携
 令和６年度以降も継続して開催予定

R4年度 来場者数367名

令和６年度

知的財産活用推進事業
2024.3.4

産業観光部産業創出課

知的財産戦略支援事業

市内
企業

＜委託事業＞

 支援機関によるサポートに加え、専門家による支
援チームを編成
(例:弁理士、中小企業診断士、デザイナー等）

 知財の出願だけではなく、知財の権利化から
経営資源化まで包括的に支援

郡山市

専門家
発明
協会

支援チーム

 福島県発明協会への委託事業として実施
 製品開発や新サービスの創出に取り組む企業を

発明協会と合同で訪問
 製品開発等にあわせて、知財の権利化を支援

R5年度実績

○ 支援企業：50社（延べ）

○ 知財出願：12件

（特許7件、意匠3件、商標2件）

R6年度
拡充

知財の権利化
収益向上
販路拡大
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令和６年度

知的財産活用推進事業
2024.3.4

産業観光部産業創出課

3. ｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾏｯﾁﾝｸﾞﾌｫｰﾗﾑ事業

郡山地域テクノポリス推進機構 福島県発明協会

川崎市産業振興財団

区分 合計

開催回数 10回

参加企業・団体数 237団体

参加者数 451名

プレゼン企業数 37社

個別面談開催数 158回

マッチング件数 ９件

＜これまでの実績（2018(H30)～2023(R5)＞

【連携パートナー】
＜連携事業＞

 大企業の開放特許やベンチャー企業等が有する

技術シーズを活用した製品開発や新サービス創

出を目指す企業間マッチングイベント
 川崎市産業振興財団、郡山地域テクノポリ

ス推進機構、福島県発明協会との連携事業
 市内企業だけではなく、県外の大手メーカー等

も参加
 販路開拓や製品開発等につながるマッチング成

果を創出

＜主なマッチング事例＞
 (株)ケイ・エス・エム×コニカミノルタ(株)

→飛沫防止用マウスピースの抑制効果の見える化

 (株)NTC×(有)石山精機・日ノ出工機(株)
→工程設計AIの実証試験の共同実施

 (有)ステップエンジニアリング
×(株)benefic

→クラフトビール事業に係る販促製品の共同開発

令和６年度

知的財産活用推進事業
2024.3.4

産業観光部産業創出課

4.知的財産出前講座事業

郡山市
日本

弁理士会
市内
企業

市内小中高

＜これまでの実績（2020(R2)～2023(R5)＞

年度 学校名 参加人数

R2年度 芳山小学校 60名

R3年度 郡山商業高校 67名

R4年度 郡山商業高校 68名

R5年度 郡山商業高校 68名

＜連携事業＞

 弁理士会との連携協定により講師派遣
 製品開発に取り組む企業も講師として参加

263名

参加

 日本弁理士会との連携事業
 知的財産の普及啓発を図るため、市内小中

高を対象に実施
 令和３年度からは、知的財産を活用する企

業も講師として参加
 ４年間で263名の児童・生徒が受講

 知的財産の普及啓発を図ることで、発明
に興味関心を持つ子どもを増やす

 発明工夫展への出品を目指す子ども
を増やす

 知的財産の裾野を広げる
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令和６年度

知的財産活用推進事業
2024.3.4

産業観光部産業創出課

5. 郡山市発明工夫展事業

区分 出品数
参加

学校数

第１部 一般 11 ―

第２部

小学校 31 11

中学校 2 2

高等学校 68 2

合計 112 15

＜これまでの実績（2019(R1)～2023(R5)＞

＜2023(R5)の応募実績＞

 日本弁理士会との連携事業
 審査委員に弁理士を推薦
 発明に取り組む市内小中高、及び一般の方が作品を

応募
 過去５年間で578作品の応募があった

 令和3年から、市内企業も審査委員として参加
 柔軟なアイデアと企業とのマッチングを目指す
 郡山商業高校 小川結愛さんの作品を石井電算印刷

(株)が商品化『図形ふせん』（R5年度）
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